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　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言
　　植物の仁の機能にっ.いては是まで，色々な意見が発表されて居るが，･多くのりま植物の仁と染色
　体の形成との間に，密接な関係炉あると考えて居る．
　　染色体は元来，核糸炉発鐘して生じ仁ものであるから，仁と染色体との関係を知るには，先や仁
　と核糸との関係を明かにしなければならない．かかるﾌﾟ考えの下に，著者等は多くの植物を材料とし
　て，特に減数分裂の前期に於ける仁と核糸との関係について研究しすこ．茲にその第１報として宿根
　亜麻(Linum perenne, Ｌ.）にっいで報告しまい．
　　植物の仁の役目に関する研究の一部は, Louvain大学に於いてＶ.Ｇｒ6goirｅ駄授指導の下に
　行われ7二ものである．茲に同教授の御指導と御援助とに対し衷心よ,ｂ感謝の意を表しまい．悔お本
　研價の途行に当り前田和美氏の助力を得仁事甚すご大であっ仁．茲に記してその労を謝しまい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法　　　．・
　　供試材料は宿根亜廊（ＬｉｎＵｍ perenne, L.)の花粉母細胞であって, Bouin氏液で固定’し
　Heidenhain氏鉄明捺ヘマトキシリン法で染色し仁．嶮鏡材料の厚さは7～10μである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　研‘究成績
　　宿根亜匯の花粉母細胞は減数分裂炉始まると,先ず核の内容が収縮して牧縮期Csynizesis stage>
　に入る炉，間もなく太糸期(pachytene stage).複糸期(diplotene stage)及びディブ午ネシ
　ス(diakinesis)を紅て第１中期(1st metaphase) に至れば，赤道板に９対の染色体が形成さ紅
　る．
　　今回の碩咳によれば，宿根亜麻の減数分裂の前期（収縮期～複糸期）に於いて，核糸と仁と炉互
　に連絡して居る場面を到る処に見る事が出未了こ炉，特に両者の連絡を明瞭唾
　の終り頃である．こ頑時期に於いて屡々，核糸の大部分か淡く染色する事炉ある．かかる場合には
．色の濃い仁と色のやや淡い核糸とか，どんな状態で互に連絡しで居るかを特に明瞭に認める事が出
　来る．　　　　　　’ヽ
　　憾１図は宿根亜麻の莉の一部の横断面であるが，この莉の中に含まれて居る花粉母細咆は何れ
　も，太糸期の経いこ属するものである．第１即こよれば，核糸は集うて東状となって，仁の一点と
　連絡して居るのを明ヵりこ詔めろ事炉出来る．第２図及び第３図の細咆は互に異っすこ莉の中に含まれ
　て居了こもので，共に太糸期の終いこ属するものである炉，これ等によれば第１図の場合と同様に，
　核糸炉東状となって仁の一点と連絡して居るのを明かに詔める事炉出来る．
　　　　　／　　　　　　　　　　論議及が結論
　　（1）核糸と仁との連絡
　　一部の核糸炉仁と連絡して居ると言う事実は，既に多くの人によって報告されすこ事であるが，今
　回の研究によ.れば，仁と連絡して居るのは一部の核糸でなくソ全部の核糸だと言う事が出衝る．何
　飲ならば，第１～３図によれば全部の核糸炉集って東状となって，仁の一点と連絡して居るのを明
　かに認める事炉出来るからである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　著者等は研究の便宜上，核糸の東状となって集って居る部分を核糸の基部と名づけ，この核糸の
２高知大学学術唐究報告　第３巻第11号
基部と連絡して居る仁の上の一点を仁の極と名づけ度い.　　　　　　　　・
　(2)仁の機能
　宿根亜麻の花粉母細胞の減数分裂の前期に於いて，核糸全休加集って東状とな!)，仁と連絡して
居るのは恐らく，核糸の東状となって居る部分を通じて，仁の中の物質炉染色体を形成せん炉仁め
に，核糸の方へ移動して行くためであろう．即ち仁は染色体を形成すべき物質の貯蔵場所である．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖　　説　　明
第１図苅の横断面の十犯.χ'2200. Mの中に太糸期の絡ウに属する３個の花粉母細胞が見える．これ等によれば核
　　糸が集つて莉犬となり，仁の一点と巡絡して居るのを明かに認める事が出来る．
　　Ｓ，核糸．　ｎ，仁．　t, mmの細胞．
第２図　花粉母細胞.χ2200.これは太糸期の笏りのものであるが，これによれば核糸が集って東状となり，仁の一
　　点と毬絡して居る．　Ｓ，核糸．ｎ，仁．　　　　　　　　　ｉ
第３図花粉母細胞.×2200.同上． (昭和2 ,9-＼4月３０日受理j)
　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
　Studies on the function of the plant nucleolus.
　　　　I.　Linum perenne, L.
　　　　　　by Choyo INOUYE　and Setsuyo INOUYE
(Plant breeding laboratory, Agriculture Faculty, Kochi University)
　It has already been reported by many　investigators　that ａ part of the spireme is
connected with the nucleolus in ａ pollen　mother cell　during　the　prophase of　the
nuclear division.
　The present investigation shows a similar connection between　the nucleolus and
the　spireme　in　Linum　perenne, L.. But　it　has　been　definitely　shown　by　this
investigation, that not ａ part but a11 0f the spireme are found　to connect with the
nucleolus.
　In Figs. 1～3 we can clearly observe the concentration of the whole spireme into ａ
bundle to connect with the nucleolus at one point. This would　indicate that some
intimate relation may exist between　the spireme and　the nucleolus. Perhaps the
spireme may receive material from the connecting nucleolus to form the chromosomes.
　The writers call the part of　the　spireme　which　concentrates into ａ bundle, its
base, and the point where the nucleolus　connects　with　the spireme the pole of the
nucleolus.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received April 30， 1954)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Explanation' of Figur白岩
　　　Fig. 1.･Ａ part of the anther. χ2200.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　Ｓ，･Spireme.　N, Nucleolus.　t, Tapete cell.
　　　Fig. 2. Pollen　mother cell.χ2200
　　　Fig. 3.　Pollen mother cell.χ2200.
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